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系譜・系図から古代⽒族の実態を解明。系譜研究の新たな⽅向性を⽰す。

⽇本の古代⽒族が編纂した系譜・系図を⼿がかりに、古事記・⽇本書紀からは知りえなかった古代⽒族の
実態や、系譜が編纂された時代背景・伝世過程を解明。系譜研究の新たな⽅向性を⽰した意欲的論考。紀
⽒・出雲⽒・⼤神⽒など、系譜・系図の翻刻を多数載録。
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